
なんぶ留学Ｑ＆Ａ（よくある質問） 
 
Ｑ１．受験の流れを教えてください。 
Ａ１．受験の流れは以下のとおりです。 
 
 
 
 
・作文、面接               ・作文、面接 
 
Ｑ２．身元引受人はどのように決まりますか？ 
Ａ２．なんぶ留学生の選考試験で合格し、なんぶ留学生として採用されると、 
   南部町教育⻑を身元引受人として、あおもり留学へ出願することが可能 

です。 
 

Ｑ３．入学後、町からの個別の教育支援やサポートは受けられますか？ 
Ａ３．スクールサポーターや補助員の配置、個別学習対応などの支援は行ってお 

りませんので、学校生活等で何かご不安な点がございましたら、事前に学 
務課までご相談ください。 

 
Q４．入寮後、町からの個別の生活に関する特別支援やサポートは受けられます 

か？ 
Ａ４．町では、個別の支援員配置等の特別な生活補助やサポートは行っておりま 

せん。基本的な身の回りのこと（簡単な家事、整理整頓）や自己管理（時 
間、服薬管理含む体調管理）はなんぶ留学生ご自身で行っていただく必要 
がありますので、何かご不安な点がございましたら、事前に学務課までご 
相談ください。 

 
Q５．寮の管理体制と夜間の見守りはどうなっていますか？ 
Ａ５. 18 時〜8 時ごろまでは寮監が寮にいます。原則門限は 21 時で寮監が生徒

の在寮を確認します。 
 
Ｑ６. 寮生活が本人に合うか、入学前に体験できますか？ 
Ａ６. なんぶ留学では体験入学や生活体験などを取り入れております。情報は地

域みらい留学の HP などで告知しています。 
 
Q７．病気やけがをした場合、誰が病院へ連れて行きますか？ 
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Ａ７. 病状やけがの程度にもよりますが原則は自分で通院する必要があります。 
場合によってはコーディネーターや役場職員が対応します。 

 
Q８．生活上の問題や人間関係のトラブルには、誰が対応しますか？ 
Ａ８. ケースによりますが原則としてコーディネーターが対応し、保護者にご相

談させていただきます。 
 
Q９．災害や大雪などの緊急時には、どのような体制を取りますか？ 
Ａ９. 原則として生徒が管理下にある場所の責任者（学校は担当教員、寮は寮監、

それ以外はコーディネーター）が対応し、保護者へ安否連絡をします。 
 
Q10．冬の雪や寒さには、どのような準備が必要ですか？ 
Ａ10．豪雪地帯ではないので⻘森県内でも⽐較的雪が少ない地域ですが 12〜3

月は冷え込むのでダウンコートや滑りづらいブーツなどがおすすめです。 
 
Q11．地域農家や事業者と一緒に活動する機会はありますか？ 
Ａ11．学校行事として農作業体験や奉仕活動などがあるほか、地域住⺠との交 

流会なども毎年実施しており、交流の機会は多いです。 
 
Q12. 学校の授業は農業を経験したことがなくても大丈夫ですか？  
Ａ12. もちろん大丈夫です。本校に入学する生徒の中には、農業を経験したこと

がない人もたくさんいます。授業や実習では、農作物の基礎的な知識・技
術から丁寧に学ぶことができるので、初心者でも安心して取り組めます。
先生や先輩がしっかりサポートしますので、「農業に興味がある」「自然の
中で学びたい」という気持ちがあれば大丈夫です。 

 
Q13. 学校ではどのような資格を取得できますか？  
Ａ13. 学科や専攻、学習内容に応じて、さまざまな資格や検定に挑戦することが

できます。 
例えば、危険物取扱者、配管技能士（建築配管作業）、第二種電気工事士、
日本農業技術検定、家庭科食物調理検定、農業系情報処理に関わる各種検
定などがあります。また、授業や実習を通して資格取得に向けた学習やサ
ポートを行っています。資格取得は進学や就職にも役立ち、自分の自信に
もつながります。 

 
Q14. 学校では果樹、野菜、食品加工、環境など、どのような分野を学べますか？ 
Ｑ14. 本校では、農業に関する幅広い分野を学ぶことができます。 



果樹や野菜の栽培をはじめ、草花、食品加工、環境保全、農業経営など、
それぞれの分野について実践的に学びます。教室での学習だけでなく、農
場や実験・実習室での実習を通して、専門的な知識や技術を身に付けるこ
とができます。また、地域との連携活動やプロジェクト学習にも取り組み、
自ら課題を見つけて解決する力やコミュニケーション能力を育むことが
できます。 

 
Q15. 卒業後は農業関係以外の大学や仕事に就けますか? 
A15. はい、進学も就職も幅広い進路を選ぶことができます。 

本校で学んだ知識や技術は、農業分野だけでなく、さまざまな分野で生か
すことができます。卒業後は農業系の大学や専門学校だけでなく、農業系
以外の大学や短期大学へ進学する生徒もいます。また、就職についても食
品、製造、販売から、流通、地元の町役場職員、自衛隊といった公務員ま
で、農業関係以外のさまざまな職種で活躍しています。農業高校での学び
を通して身に付く課題解決力やコミュニケーション能力、実践力は、多様
な進路につながる大きな強みです。 

 
Ｑ16. 進学・就職に向けた個別指導や塾はありますか？ 
Ａ16. はい、一人一人の進路希望に応じた個別指導を行っています。 

進学希望者には、小論文や面接、志望理由書の作成、受験科目の学習など
の指導を、就職希望者には、応募書類の作成や面接練習などの指導を行っ
ています。担任や進路指導担当の教員が、生徒一人一人の進路実現に向け
て丁寧にサポートします。 

 
Q17. 部活動には必ず入らなければなりませんか？ 
A17. いいえ、必ず入る必要はありません。 

本校では、生徒一人一人の興味や目標に応じて学校生活を送ることができ
ます。部活動に所属して仲間とともに活動に打ち込む生徒もいますが、資
格取得や探究活動に励むなど、自分の目標や生活スタイルに合わせて学校
生活を送ることができます。 

 
Q18. アルバイトはできますか？  
Ｑ18. 条件を満たし、学校の許可を受けた場合にアルバイトをすることができま

す。アルバイトを希望する場合は、学業や学校生活に支障がないことを前
提に、保護者や学校と相談しながら手続きを行います。大切なのは、高校
生活の中心が普段の学習活動であるということです。時間の管理や責任
感を身に付けながら、充実した学校生活を送ってほしいと考えています。 


